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日
本
人
は
英
語
の
発
音
を
ど

う
学
び
、
教
え
て
き
た
か

英
語
音
声
教
育
の
小
通
史

 

田
邉
祐
司 

著

　
本
書
は
、
日
本
の
中
等
教

育
に
お
け
る
英
語
音
声
（
発

音
）指
導
のhistoriography

（
歴
史
記
述
）
で
あ
る
。

　
音
声
指
導
は
入
門
期
に
は

行
わ
れ
る
も
の
の
、
学
年
進

行
に
つ
れ
て
形
骸
化
す
る
。

学
習
者
も
語
彙
、
文
法
、
解

釈
中
心
の〝
目
の
学
習
〞に
集

中
し
が
ち
で
あ
る
。
音
声
は

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
基
盤
だ
が
、
現
場
の

主
流
で
は
な
い
。
こ
う
し
た

指
導
形
態
が
日
本
人
の
英
語

力
の〝
脆
弱
性
〞の
要
因
で
あ

る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
い
。

　
音
声
指
導
は
こ
れ
か
ら
ど

う
い
う
方
向
へ
進
む
の
か
、

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
日
本
人
は

英
語
を
克
服
で
き
な
い
の

か
。
こ
の
問
題
意
識
を
も
と

に
著
者
は
歴
史
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
か
ら
英
語
音
声
指
導
・

学
習
の
日
本
で
の
変
遷
を
つ

づ
り
、
今
後
の
あ
り
方
を
展

望
す
る
。（
研
究
社
・
税
込

み
３
８
５
０
円
）

　
著
者
（
た
な
べ
・
ゆ
う
じ
）

文
学
部
教
授
。
英
語
教
育

学
、
英
語
教
育
史
。

　
人
文
科
学
研
究
所
（
田
中

正
敬
所
長
）
の
公
開
講
演
会

「
大
型
ネ
コ
科
展
示
か
ら
動

物
園
を
考
え
る
」
が
10
月
19

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
。

　
東
山
動
植
物
園
（
名
古
屋

市
）
の
江
口
雄
作
園
長
補

佐
、
同
園
の
ジ
ャ
ガ
ー
舎
で

展
示
監
修
を
務
め
た
本
学
の

小
林
貴
徳
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
部
准
教
授
、
動

物
園
史
を
研
究
す
る
東
京
外

国
語
大
学
大
学
院
の
伊
東
剛

史
准
教
授
が
登
壇
。
大
型
ネ

コ
科
動
物
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
、
人
間
と
動
物
の
関
係

性
、
動
物
園
の
歴
史
な
ど
に

つ
い
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
だ
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
小
林
准
教
授
は
メ
キ
シ
コ

に
お
け
る
ジ
ャ
ガ
ー
の
文
化

的
象
徴
性
に
つ
い
て
講
演
し

た
。
メ
キ
シ
コ
で
山
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き

た
ジ
ャ
ガ
ー
だ
が
、
小
林
准

教
授
が
長
年
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
行
っ
て
き
た
地
域
で

も
「
実
際
に
ジ
ャ
ガ
ー
を
見

る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
」
と
い

う
。
一
方
で
、
現
在
で
も
乾

季
の
終
わ
り
に
は
「
ジ
ャ
ガ

ー
戦
士
が
戦
う
祭
礼
」
が
行

わ
れ
て
お
り
、「
ジ
ャ
ガ
ー

は
日
常
か
ら
消
え
た
が
、
い

ま
な
お
人
々
の
興
味
・
関
心

を
集
め
る
存
在
で
、
民
俗
文

化
財
と
し
て
の
側
面
も
あ

る
」
と
ま
と
め
た
。

　
江
口
氏
は
、
ア

ニ
マ
ル
・
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
（
動
物
福

祉
）
を
解
説
。
伊

東
氏
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
動
物
園
史
を

振
り
返
っ
た
。

　
今
回
の
講
演
会

は
、
伊
東
氏
ら
と

と
も
に
動
物
園
史

料
ア
ー
カ
イ
ブ
の

構
築
に
取
り
組
ん

で
い
る
櫻
井
文
子

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
。
櫻
井
教

授
は
３
氏
の
講
演
の
共
通
点

と
し
て
ア
ニ
マ
ル
・
カ
ル
チ

ャ
ー
（
動
物
の
文
化
）
を
挙

げ
、「
動
物
園
の
展
示
は
、
来

場
者
に
新
た
な
知
識
や
イ
メ

ー
ジ
を
与
え
、
動
物
を
中
心

と
し
た
新
た
な
ア
ニ
マ
ル
・

カ
ル
チ
ャ
ー
を
作
り
出
す
場

と
な
り
え
る
」
と
の
可
能
性

を
示
し
た
。

　
講
演
会
に
合
わ
せ
て
、
10

月
26
日
ま
で
特
別
展
示
「
ジ

ャ
ガ
ー
戦
士
×
動
物
園
」
が

神
田
10
号
館
で
開
催
さ
れ
、

講
演
に
関
す
る
資
料
が
展
示

さ
れ
た
。

　
大
学
院
経
済
学
研
究
科
と

社
会
科
学
研
究
所
が
共
催
す

る
政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
課
題
と
展
望
」
が
10
月
30

日
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で

開
か
れ
た
。
外
部
の
専

門
家
３
氏
と
経
済
学
研

究
科
の
教
員
ら
が
、
日

本
に
お
け
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
経
緯
と
現

状
、
克
服
す
べ
き
点
に

つ
い
て
議
論
し
た
。

　
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
教
授
の
各

務
茂
夫
氏
は
基
調
講
演

で
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
に
お
い
て
大
学

の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
が
、
大
学
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
起
業
は
少
な

い
。
全
国
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、
研
究

者
と
経
営
人
脈
を
い
か

に
結
び
つ
け
る
か
が
大

切
だ
」
と
強
調
し
た
。

　
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
中
村

　
経
営
学
部
の
「
経
営
学
特

講
（
Ｓ
Ｍ
）」（
奥
村
経
世
准

教
授
）
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
界

の
最
新
動
向
に
着
目
し
つ

つ
、
企
業
変
革
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
、

ア
ー
ト
思
考
を
学
ぶ
。
10
月

25
日
に
は
、
本
学
卒
業
生

で
、〝
ス
ー
パ
ー
銭
湯
再
生

の
プ
ロ
〞
と
呼
ば
れ
る
株
式

会
社
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
の

山
崎
寿
樹
さ
ん
（
平
18
商
）

を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
招

い
た
。
山
崎
さ
ん
は
起
業
に

至
る
ま
で
の
経
緯
や
経
営
方

針
、
現
在
の
取
り
組
み
な
ど

を
語
っ
た
。

　
山
崎
さ
ん
は
、「
起
業
や

社
長
は
遠
い
存
在
で
は
な

い
。
自
分
は
で
き
な
い
と
考

え
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」

と
学
生
た
ち
に
語
り
か
け
、

専
大
在
学
時
や
就
職
後
に
自

身
が
起
業
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
を
伝
え
た
。

ま
た
、
温
泉
や
宿
泊
施
設
の

運
営
を
軸
と
し
て
、
地
方
創

生
事
業
や
プ
ロ
野
球
の
球
団

経
営
な
ど
に
ま
で
幅
広
く
展

開
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
の
背
景
に
あ
る
ビ
ジ

ョ
ン
や
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
を

詳
細
に
話
し
、「
お
客
様
が

ほ
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は

顕
在
化
し
て
い
な
い
。『
こ

う
い
う
も
の
が
ほ
し
い
の
で

は
な
い
か
』
と
考
え
て
作
っ

て
い
く
」
と
、
新
事
業
を
創

造
す
る
考
え
方
を
明
か
し

た
。

　
就
職
活
動
を
控
え
た
学
生

た
ち
に
向
け
、「
働
く
こ
と

に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
な
い
人
も

い
る
と
思
う
が
、
大
学
生
よ

り
も
社
会
人
の
方
が
ず
っ
と

楽
し
い
。
仕
事
を
楽
し
め
る

よ
う
な
、
自
分
に
合
う
会
社

を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

で
開
講
し
て
い
る
「
企
業
研

修
」（
担
当
‥
小
林
隆
教
授
、

安
積
義
弘
兼
任
講
師
）
の
報

告
会
が
10
月
15
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　
対
面
で
の
報
告
会
は
５
年

ぶ
り
で
、
１
、
３
年
次
生
約

４
０
０
人
が
出
席
。
受
講
生

を
代
表
し
て
３
年
次
生
４
人

が
、
就
業
体
験
型
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
の
学
び
や
成
果

を
伝
え
た
。

　「
企
業
研
修
」
は
、
自
己
分

析
や
マ
ナ
ー
研
修
な
ど
の
事

前
研
修
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
通
し
て
、
仕
事
の
基
本

を
理
解
し
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
発
表
者
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
ア
プ
リ
の
制
作
と
い
っ

た
業
務
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

や
ほ
か
の
学
生
と
の
チ
ー
ム

活
動
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

験
を
報
告
し
た
。「
時
間
の

管
理
と
優
先
順
位
を
意
識
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

た
」
「
自
分
か
ら
行
動
す
る

意
識
が
養
わ
れ
た
」
な
ど
、

活
動
を
通
し
て
の
気
づ
き
を

話
し
た
。

　
田
中
諒
香
さ
ん
は
、「
社

会
に
出
る
不
安
は
あ
る
が
、

研
修
を
通
し
て
、
素
晴
ら
し

い
経
験
が
で
き
た
」
と
ス
ト

レ
ー
ト
に
気
持
ち
を
語
っ

た
。

迫力の歌声迫力の歌声

起業に至る経緯や経営方針などを伝えた山崎さん

Ｏ
Ｂ
山
崎
さ
ん
が
講
演

「
働
く
こ
と
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
」

多くの学生が報告に耳を傾けた

吉
明
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、
各
務
氏
、
独

立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ

ー
支
援
部
長
の
石
井
芳
明

氏
、
ト
レ
ー
ダ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役
の
阪
根
信
一

氏
、
本
学
の
鹿
住
倫
世
商
学

部
教
授
、
遠
山
浩
教
授
が
意

見
を
交
わ
し
た
。

メキシコとジャガーの関わりを解説した小林准教授

特別展示で貴重な資料を見学する来場者

政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
展
望
探
る

パネルディスカッションで意見を交わす参加者

人
と
動
物
の
関
係
を
考
察

とともにともに
社会貢献活動

地域地域 EmoHillが出演アカペラ
サークル

経
営
学
特
講

５年ぶりに対面で実施

ネット情報 企業研修報告会

人
文
科
学
研

公
開
講
演
会

　川崎市多摩区にゆかりのあ

る専修・明治・日本女子の３

大学の音楽系サークルによる

「多摩区３大学コンサート～

水と緑と学びのまち～」が11

月９日、多摩市民館大ホール

で開かれ、本学からはアカペ

ラサークルＥｍｏＨｉｌｌが出演した。川崎市制100周年を記念する今回は、

第20回の節目でもあり、多くの市民らが迫力ある歌声に聴きほれた。

　総合司会を、本学の放送研究会ＡＲＥＡの長﨑珠里さん（文２）が担当。

ＥｍｏＨｉｌｌはトップバッターを務め、Ｊポップを中心に６曲を披露した。

臼井ゆりさん（人間科学３）は「緊張したが、楽しく歌うことができた」と

笑顔で語った。


